
 

 －102－

1. はじめに  

 河川や農業用水路等には堰が設置され，治水

や取水等に利用されている．宅地化により，堰

の側まで住宅が建設されるようになってきた． 

堰から落下する水膜は，条件によって低周波

騒音を発生させることがある．この騒音が問題

となることがあるため，この振動を防止する方

法について，著者らは小型の実験装置で検討[1]

を行ってきている． 

この度の共同研究により，実機サイズで実験

を行うことができた．その結果，実機サイズで

の騒音の防止方法を検証し，有効であることが

明らかとなったのでここに報告を行う． 

2. 実験 

対象とする堰は農業用水などに設置される比較

的小型のものとした．このため，実験装置は高さ
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2000 mm，幅越 1770 mmとした．図 1は実験装置

の概略を示したものである．越流水深 hw は 20，30，

40，50 mmとした．それぞれの水深において，落

下高さに対する傾斜板高さの比CS /Hを設定し 0，

0.1，0.2，0.3，0.4，0.5の 6とおりについて，水膜

を落下させ計測を行った．水膜と装置の間の空間

に低周波騒音計を設置し閉空間内部の音圧を測定

している．また，実験装置の側面より高速度カメ

ラ(250 fps)を用いて振動の様子を撮影している． 

 

 

Blockage height hw

20
00

Acryl Board

C
s

Wood Board

1770

Microphone

High Speed
Camera

 
Fig. 1 実験装置 
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Abstract 

This paper describes experimental  s tudy on sound reduction from nappe 
oscil la t ion.   Nappe osci l la t ion at  weir  sometimes produces a  low frequency sound.   
The low frequency sound sometimes causes vibrat ions of windowpanes of  houses and 
so on.   We show that  low frequency sound can be suppressed experimental ly by 
set t ing obstacle  at  the lower end of a fal l ing water sheet .  
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Fig. 2 傾斜板高さ比と音圧レベル 

 

3. 実験結果および考察 

水膜を落下させ，計測された音圧(100 Hz 以

下)を越流水深に対して，図 2 はまとめたもの

である．図中の記号■は傾斜板を設置していな

いときのものである．この図から，越流水深が

浅い 30 mmと 40 mmの方が水深の深い 50 mm

のときより大きな音となることが分かる．この

ように水膜振動が起こった場合，浅い越流水深

でも大きな音となることがあることが分かる．

定性的に傾斜板の高さ比を大きくすると音圧レ

ベルが下がる．CS /H≧0.3では，ほぼ一定の低

減効果が見られる． 

図 3 は従来技術との比較の一例を示したもので

ある．この実験においては従来の技術（スポイラ

ー）では水膜振動を十分に抑制することができな

い場合もあることが分かる．しかし，このような

場合において本低減工法を適用すると，水膜振動

の音圧レベルを 10 dB以上低減できている． 

図 4,5は実機サイズでの観察結果を示してい

る．図 4では 95 dBが計測された．図 5では 10 

dB の低減効果が計測された．図 4 の水膜下部

の振動が図 5には現れていないことが分かる． 

 

４．まとめ 

 堰から落下する水膜の振動により発生する低

周波騒音について，その低減工法を開発し，そ

の有効性を実機サイズの実験で確認している． 

80

90

100

110

120

130

10 20 30 40 50 60

hw [mm]

S
ou

nd
P

re
ss

ur
e

L
ev

el
 [

dB
]

： = 0 3
：CS /H = 0 0

：Spoiler

 

Fig. 3 従来技術との比較 

 

 

Fig. 4 実機サイズでの水膜振動 

 

Fig. 5 低減工法を適用 
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